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課題名：⾃⼰免疫性膵炎の acinar-ductal metaplasia と 
膵管癌の鑑別における免疫染⾊の有⽤性の検討 

 

◆研究の⽬的と概要◆ 
 当院では、EUS-FNA という検査で採取された組織検体を⽤いて、1 型⾃⼰免疫性膵炎に
みられる acinar-ductal metaplasia と呼ばれる反応性変化と、膵癌（膵管癌）を正しく鑑別
できるように、免疫染⾊を⽤いた鑑別⽅法を調べています。本研究では、正しい病理診断を
⽬指し、適切な治療につなげていくことを⽬的としています。本研究は、倉敷中央病院を主
体として実施され、当院から提供する試料、情報は、以前に実施した『EUS-FNA による 1
型⾃⼰免疫性膵炎の病理組織診断についての多施設共同研究』で得たもののみが利⽤され
ます。 
 
◆対象となる患者さん◆ 
 2010 年 1 ⽉から 2017 年 12 ⽉までに EUS-FNA が⾏われ、膵癌、あるいは⾃⼰免疫性膵
炎（1 型、2 型）や腫瘤形成性膵炎などの⾮腫瘍性疾患と診断された患者さん 
 
◆研究に使⽤される情報・試料◆ 
 『EUS-FNA による 1 型⾃⼰免疫性膵炎の病理組織診断についての多施設共同研究』の際
の残余組織検体、臨床情報を使⽤します。新たな試料、情報の使⽤は⾏いません。 
 先⾏研究で各共同研究機関（当院）から提供した試料、データは、すでに本研究の主体で
ある倉敷中央病院に保管されており、それらを利⽤します。 
 
◆予定する研究実施期間◆ 
本研究の研究主体での倫理審査承認⽇から 2025 年 9 ⽉まで 
 
◆試料・情報の研究利⽤開始⽇◆ 
2023 年 8 ⽉ 1 ⽇以降 
 
◆研究⽅法◆ 
 組織標本を⽤いて免疫染⾊を⾏い、1 型⾃⼰免疫性膵炎の acinar-ductal metaplasia と膵
管癌の違いを研究します。鑑別に有⽤なマーカーを提唱することを⽬標としています。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

＊ 研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も患者さんを特定できる情報は
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利⽤しません。 
＊ 本研究に関するお問い合わせや、カルテ情報の利⽤についてご了承いただけない場合、

以下の問い合せ先までメールでご連絡ください。 
 
 
【問い合せ先】 
慶應義塾⼤学医学部内科学（消化器） 
研究責任者    岩崎栄典  
E-mail：e-iwa@keio.jp 
TEL: 03-5363-3790（教室） 

 
 
この研究課題で利⽤する残余検体・診療情報等の利⽤については、倉敷中央病院の医の倫
理委員会によって「社会的に重要性が⾼い研究である」等の特段の理由が認められ、実施
についての承認が得られています。 
 
※【問い合わせ先】では、次の事項について受け付けています。 
 ・研究計画書および研究の⽅法に関する資料の閲覧（⼜は⼊⼿）ならびにその⽅法 
  （他の研究対象者の個⼈情報および知的財産の保護等に⽀障がない範囲内に限られます。） 
 ・研究対象者の個⼈情報についての開⽰およびその⼿続 
 ・研究対象者の個⼈情報についての利⽤⽬的の通知 
 ・研究対象者の個⼈情報の開⽰、訂正等、利⽤停⽌等について、請求に応じられない場合

にはその理由の説明 
 
【本研究の研究体制】 

研究代表者： 

倉敷中央病院 病理診断科 能登原 憲司 

共同研究機関（責任者）： 

九州⼤学⼤学院⻭学研究院 ⼝腔顎顔⾯病態学講座 顎顔⾯腫瘍制御学分野 中村 
誠司 
東北⼤学⼤学院医学系研究科 消化器病態学分野 正宗 淳 
東京⼥⼦医科⼤学附属⼋千代医療センター 内視鏡科 ⻄野 隆義 
信州⼤学医学部 病態解析診断学 上原 剛 
東京⼥⼦医科⼤学 消化器内科 ⾼⼭ 敬⼦ 
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慶應義塾⼤学医学部 内科学（消化器） 岩崎 栄典 
札幌医科⼤学 消化器内科 柾⽊ 喜晴 
横浜市⽴⼤学附属病院 内視鏡センター 窪⽥ 賢輔 
名古屋市⽴⼤学⼤学院医学研究科 消化器・代謝内科学 吉⽥ 道弘 
⾦沢医療センター 病理診断科 川島 篤弘 
京都⼤学⼤学院医学研究科医学部附属病院 消化器内科学講座 塩川 雅広 

※本研究は、厚⽣労働科学研究費補助⾦難治性疾患政策研究事業「IgG4 関連疾患の診
断基準並びに治療指針の確⽴を⽬指した研究」班ならびに⽇本膵臓学会膵炎調査委員
会⾃⼰免疫性膵炎分科会が協⼒して⾏います。 

 


